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ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
、
舞
文
曲
筆
風
の
内
村
に
対
し
て
重
厚
真
率
た
る
風
格
の
植
村
正
久
は
新
来
の
西
洋
思
想
、
と
り
わ
け
唯
物
論
・
進
化
論
・
不
可
知
論
な
ど
と
対
決
し
た
論
客
で
、
い
わ
ゆ
る
新
神
学
（
自
由
主
義
神
学
）
と
論
争
し
て
、
本
来
の
福
音
主
義
を
守
り
抜
こ
う
と
し
た
〈
戦
い
の
神
学
者
〉
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ミ
リ
タ
ン
ト
植
村
が
日
蓮
よ
り
も
法
然
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
し
た
。
意
外
と
云
え
ば
意
外
、
当
然
と
云
え
ば
当
然
で
す
が
、
植
村
と
い
う
人
物
の
広
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
蓮
に
対
す
る
筆
法
は
容
赦
な
い
も
の
で
、
日
蓮
の
な
す
所
事
毎
に
殺
気
を
帯
び
、
題
目
の
旗
戦
場
に
翻
り
、
太
鼓
の
音
耳
を
聾
す
る
を
見
る
。
…
余
輩
は
此
點
に
於
て
先
ず
日
蓮
の
宗
教
心
に
疑
な
き
こ
と
能
は
ず
。
余
輩
は
先
に
彼
は
他
動
的
に
て
出
家
せ
し
こ
と
を
い
へ
り
。
思
ふ
に
彼
は
内
宗
教
心
の
燃
ゆ
る
な
く
、
外
唯
僧
侶
の
顕
栄
に
目
を
眩
せ
ら
れ
て
此
に
至
り
し
に
あ
ら
ざ
る
か
。
彼
は
熱
心
に
宗
教
を
研
究
せ
り
。
さ
れ
ど
彼
は
熱
心
に
宗
教
を
冥
想
せ
ざ
り
し
な
り
。
彼
の
宗
教
は
人
生
問
題
よ
り
来
り
し
に
あ
ら
ず
。
彼
は
宗
教
〔
論
　
　
文
〕法
然
を
め
ぐ
っ
て
（
二
）
│
植
村
正
久
の
法
然
観
│
小
　
　
畑
　
　
　
　
　
進
批
評
の
題
目
と
し
て
講
究
し
、
之
を
講
究
す
る
猶
ほ
餘
他
の
学
問
の
如
く
な
り
し
な
り
。
彼
若
し
人
生
問
題
に
打
た
れ
て
冥
想
に
入
り
、
経
論
に
眼
を
曝
せ
し
も
の
な
ら
ば
、
何
の
暇
あ
り
て
儒
を
学
び
、
和
歌
を
弄
ぶ
こ
と
を
得
た
る
。
彼
は
宗
教
学
者
と
い
ふ
べ
し
。
さ
れ
ば
未
だ
宗
教
信
者
と
は
い
ひ
難
か
ら
ん
、
彼
は
常
に
名
誉
の
為
め
に
催
進
せ
ら
れ
た
り
。
漁
夫
を
捨
て
ゝ
僧
侶
と
な
り
し
も
、
清
澄
の
山
寺
を
捨
て
ゝ
都
会
の
地
に
出
で
し
も
、
そ
の
迹
名
誉
の
為
な
る
こ
と
之
を
看
過
す
べ
く
も
あ
ら
ず
。
彼
が
立
宗
の
本
意
に
至
り
て
も
我
等
亦
た
此
の
疑
あ
り
。
此
を
以
て
彼
は
盛
に
他
を
排
せ
り
。
力
を
尽
し
て
他
を
排
せ
り
。
念
佛
無
間
禅
天
魔
、
真
言
亡
国
律
国
賊
は
柔
和
な
る
佛
弟
子
の
い
ふ
べ
き
言
か
は
。漓
日
蓮
は
宗
教
信
者
で
は
な
く
、
宗
教
学
者
で
あ
っ
た
と
い
っ
た
調
子
な
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
筆
先
を
法
然
に
転
ず
れ
ば
、
こ
れ
は
甚
だ
好
意
的
で
す
。
長
文
な
が
ら
参
考
に
摘
出
引
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
彼
は
大
藏
経
に
心
を
潜
め
、
無
量
寿
経
、
観
無
量
寿
経
、
阿
弥
陀
経
な
ど
を
根
拠
と
し
、
信
仰
の
列
祖
と
崇
め
た
る
支
那
の
善
導
、
道
綽
、
曇
鸞
、
懐
感
、
小
康
等
の
諸
説
を
栞
と
し
、
恵
心
僧
都
の
『
往
生
要
集
』
を
指
南
と
し
た
る
な
り
。
其
の
唱
導
せ
る
念
佛
往
生
の
信
仰
は
、
素
と
彼
れ
自
身
の
創
見
に
非
ず
。
然
れ
ど
も
其
の
熱
烈
な
る
信
仰
の
実
験
無
か
り
せ
ば
、
浄
土
宗
は
興
起
す
る
こ
と
を
得
ざ
り
し
な
ら
ん
。
日
本
佛
教
の
二
大
宗
派
は
実
に
法
然
の
人
格
よ
り
生
れ
出
で
た
り
と
謂
は
ざ
る
可
ら
ず
。
父
は
美
作
国
久
米
の
押
領
使
漆
時
国
、
母
は
秦
氏
。
長
承
二
年
四
月
七
日
作
州
久
米
南
條
郡
稻
岡
の
庄
に
生
る
。
即
ち
基
督
紀
元
一
千
百
三
十
三
年
の
誕
生
な
れ
ば
、
此
の
佛
門
の
聖
徒
は
聖
ベ
ル
ナ
ル
ド
に
後
る
ゝ
四
十
二
年
、
之
と
時
代
を
同
う
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す
る
こ
と
二
十
一
年
、
ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
前
き
だ
つ
四
十
九
年
、
之
と
時
代
を
同
う
す
る
こ
と
三
十
二
年
な
り
。
彼
は
又
西
行
法
師
及
び
鴨
長
明
ら
と
ゝ
も
に
源
平
盛
衰
の
悲
劇
を
観
、
人
生
の
激
変
に
触
れ
た
り
。
是
れ
ら
五
人
を
比
較
し
来
ら
ば
興
味
深
き
研
究
の
題
目
を
見
出
す
こ
と
を
得
べ
し
。
勢
至
丸
は
父
の
遺
言
に
基
き
十
五
歳
の
時
遥
に
叡
山
に
上
り
て
佛
門
に
入
り
、
久
安
三
年
十
一
月
八
日
剃
髪
し
て
法
師
の
数
に
入
り
ぬ
。
…
黒
谷
の
報
恩
藏
に
出
入
し
て
佛
家
の
諸
経
典
に
眼
を
曝
す
こ
と
五
年
、
二
十
二
歳
に
し
て
之
を
読
み
了
り
ぬ
。
然
れ
ど
も
彼
は
未
だ
解
脱
の
道
を
得
る
こ
と
能
は
ず
、
西
に
往
き
東
に
去
り
、
苦
心
惨
憺
、
胸
に
は
燃
る
如
き
叫
喚
の
声
尚
ほ
止
ま
ず
。
彼
は
出
離
の
要
津
を
得
ざ
り
し
な
り
。
是
れ
よ
り
前
き
、
彼
は
恵
心
僧
都
の
『
往
生
要
集
』
を
読
み
始
め
、
之
を
繙
く
こ
と
数
回
な
り
し
が
、
一
日
又
図
ら
ず
も
有
り
合
ふ
彼
の
書
を
繙
き
其
の
序
文
を
読
む
に
曰
く
、『
夫
往
生
極
楽
之
教
行
濁
世
末
代
之
目
足
也
道
俗
貴
賎
誰
不
帰
者
但
顕
密
教
法
其
文
非
一
　
事
埋
業
因
其
行
惟
多
利
知
實
進
之
　
人
未
為
難
　
如
予
頑
愚
之
者
豈
敢
矣
　
是
故
依
念
佛
一
門
聊
集
経
論
要
文
　
披
之
修
之
易
覚
易
行
』。
彼
は
此
の
数
十
字
の
中
に
一
道
の
光
明
を
認
め
、
渡
頭
に
船
を
得
た
る
心
地
し
て
歓
喜
漸
く
胸
に
満
つ
る
を
覚
え
た
り
。
宛
も
ル
ウ
テ
ル
が
羅
馬
書
、
又
は
加
林
太
書
を
読
み
て
福
音
の
光
に
接
触
し
、
茲
に
新
時
代
の
門
戸
を
啓
き
た
る
に
も
似
た
り
。
法
然
は
尚
ほ
他
の
一
點
に
於
て
ル
ウ
テ
ル
を
聯
想
せ
し
む
。
彼
は
此
の
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
派
の
独
逸
修
道
僧
が
妻
を
娶
り
て
、
修
道
的
禁
欲
主
義
に
留
め
の
刃
を
刺
し
た
る
如
く
、
月
輪
左
大
臣
兼
実
の
求
め
に
由
り
、
其
の
弟
子
の
中
よ
り
親
鸞
を
抜
擢
し
て
公
の
女
婿
た
ら
し
め
た
り
。
彼
は
自
ら
娶
ら
ず
と
雖
も
、
実
際
に
於
て
は
妻
帯
主
義
の
首
唱
者
に
し
て
、
其
の
実
行
は
彼
の
勇
猛
な
る
決
断
に
基
け
り
と
謂
は
ざ
る
可
ら
ず
。
『
往
生
要
集
』
に
依
り
て
其
の
方
針
は
確
定
し
た
り
。
彼
は
恵
心
僧
都
に
依
り
、
尚
ほ
遠
く
溯
れ
ば
善
導
和
尚
ら
の
指
示
せ
る
線
路
を
辿
り
、
曾
て
五
た
び
研
究
せ
る
一
切
経
を
繰
り
返
し
て
読
む
こ
と
三
回
、
此
の
浩
瀚
な
る
経
典
を
閲
覧
す
る
こ
と
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前
後
八
回
、
念
佛
往
生
の
根
拠
経
典
の
上
に
確
実
な
り
と
断
定
す
る
こ
と
を
得
た
り
。『
遂
に
一
心
専
念
阿
弥
陀
名
號
　
行
往
坐
臥
不
問
時
節
久
近
念
々
不
捨
者
　
是
名
正
定
之
業
順
彼
佛
願
故
の
文
に
至
り
て
、
末
世
の
凡
夫
弥
陀
の
名
號
を
称
せ
ば
彼
の
佛
の
願
に
乗
じ
て
確
か
に
往
生
を
得
べ
か
り
け
り
と
云
ふ
道
理
を
思
ひ
定
め
給
ひ
ぬ
』（
黒
谷
上
人
第
六
巻
第
一
段
）。澆
と
、
ル
ー
テ
ル
を
聯
想
し
、
黒
谷
の
報
恩
藏
に
入
て
一
切
経
を
被
見
す
る
こ
と
既
に
五
遍
に
及
び
ぬ
。
然
れ
ど
も
尚
ほ
未
だ
出
離
の
要
法
を
悟
り
得
ず
。
愁
情
愈
よ
深
く
、
学
意
益
す
盛
ん
な
り
。
爰
に
善
因
忽
に
熟
し
、
宿
縁
頓
に
顕
れ
、
京
師
善
導
和
尚
勧
化
の
八
帖
の
聖
書
を
拝
見
す
る
に
、
末
代
造
悪
の
凡
夫
、
出
離
生
死
の
旨
を
判
定
し
給
へ
り
。
粗
に
管
見
し
て
未
だ
玄
意
を
暁
ら
ず
と
雖
も
、
随
喜
身
に
餘
り
、
身
毛
為
に
立
つ
。
と
り
わ
き
見
る
こ
と
三
遍
。
前
後
合
せ
て
八
帖
な
り
。
時
に
観
経
散
善
義
の
一
心
専
念
弥
陀
の
名
號
の
文
に
至
て
善
導
の
元
意
を
得
た
り
。
歓
喜
の
餘
り
に
聞
く
人
無
か
り
し
か
ど
も
、
予
が
如
き
下
機
の
見
法
は
、
阿
弥
陀
佛
の
法
藏
因
位
の
昔
、
豫
て
定
め
置
か
る
ゝ
を
や
と
、
高
聲
に
唱
へ
て
、
感
悦
髄
に
徹
し
、
落
涙
、
千
行
な
り
き
潺
そ
し
て
、
こ
の
浄
土
教
義
が
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
義
の
イ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
通
ず
る
の
を
見
ま
す
。
法
然
も
親
鸞
も
『
阿
弥
陀
佛
は
衆
生
に
代
り
て
願
と
行
と
を
圓
満
し
て
我
ら
が
往
生
を
已
に
認
め
給
ふ
な
り
。
十
方
衆
生
の
願
行
圓
満
し
て
往
生
成
就
せ
し
と
き
、
機
法
一
體
の
南
無
阿
弥
陀
佛
の
正
覺
を
成
し
給
ひ
し
な
り
。
斯
る
が
故
に
佛
の
正
覺
の
外
に
は
凡
夫
の
往
生
は
な
き
な
り
』（
安
心
決
定
鈔
）
と
信
じ
た
り
。『
今
の
他
力
の
願
行
は
佛
體
に
励
み
て
功
を
無
善
の
我
ら
に
譲
』
る
と
は
彼
ら
の
贖
罪
論
に
あ
ら
ず
や
。
弥
陀
は
自
ら
励
み
て
願
行
を
遂
げ
、
正
覺
を
圓
満
に
成
就
せ
り
。
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其
の
功
を
無
善
の
人
類
に
譲
り
て
之
を
救
ふ
と
説
き
し
な
り
。
譲
る
と
は
カ
ル
ヴ
ヰ
ン
主
義
者
の
イ
ム
ピ
ウ
テ
ェ
シ
ヨ
ン
と
左
も
似
た
り
。
基
督
者
念
佛
往
生
の
佛
学
に
於
て
他
山
の
石
を
見
出
し
、
其
の
信
仰
を
発
揮
す
る
の
材
料
を
與
へ
ら
る
ゝ
こ
と
あ
ら
ん
も
之
を
怪
む
に
足
ら
ざ
る
べ
し
。」潸
と
。ま
た
、
佛
教
学
の
根
本
問
題
で
あ
る
法
本
尊
か
人
格
本
尊
か
に
つ
い
て
は
、
法
本
尊
で
は
な
く
、
人
格
本
尊
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
法
然
及
び
其
徒
の
斯
の
如
く
信
頼
せ
る
阿
弥
陀
佛
は
願
行
を
成
就
し
其
の
積
み
た
る
功
徳
を
人
類
に
譲
與
す
べ
し
と
云
ふ
な
ど
、
其
の
他
凡
て
彼
ら
の
信
仰
態
度
は
人
格
的
な
る
佛
を
認
め
た
る
も
の
な
り
。
彼
ら
は
確
に
法
本
尊
の
宗
教
家
に
非
ず
し
て
人
格
本
尊
的
な
る
を
疑
ふ
可
か
ら
ず
。
彼
ら
は
汎
神
者
流
の
エ
サ
ウ
の
如
く
な
れ
ど
、
其
の
聲
は
屡
々
人
格
的
有
神
者
の
ヤ
コ
ブ
に
似
た
り
け
り
。
法
然
の
如
く
人
生
の
大
問
題
に
煩
悶
し
、
霊
的
希
望
燃
る
が
如
き
心
胸
は
煩
瑣
な
る
佛
教
哲
学
の
汎
神
的
態
度
に
満
足
す
る
こ
と
能
は
ず
。
茫
々
た
る
天
地
、
之
に
同
情
を
寄
せ
て
救
ひ
の
憐
み
を
垂
る
ゝ
も
の
も
や
あ
ら
ん
と
の
本
能
的
想
像
を
禁
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
是
れ
軈
て
一
種
の
価
値
断
定
に
し
て
信
仰
に
進
む
の
津
梁
な
り
。
悪
く
言
へ
ば
願
は
思
想
の
父
な
り
と
言
は
ず
や
。
彼
ら
は
鹿
の
渓
水
を
慕
ひ
喘
ぐ
が
如
き
必
要
に
其
の
眼
を
開
か
れ
、
何
時
し
か
愛
滴
る
が
如
き
慈
眼
を
認
め
得
た
る
心
地
ぞ
せ
ら
る
。
彼
ら
は
『
多
く
の
区
別
を
な
し
、
多
く
の
方
法
を
も
て
豫
言
者
に
よ
り
列
祖
ら
に
告
げ
給
ひ
し
』
神
を
不
充
分
な
が
ら
も
垣
間
見
し
も
の
な
ら
ん
。
神
は
果
し
て
彼
ら
を
孤
児
と
し
棄
て
ざ
り
し
な
り
。
佛
教
者
は
非
佛
教
的
真
理
の
一
端
を
看
破
し
得
た
る
が
為
に
、
強
い
て
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
し
も
の
な
ら
ん
。
彼
ら
は
其
の
『
識
ら
ざ
る
神
』
に
依
り
て
祝
福
を
得
た
り澁
63
と
こ
ろ
で
、
流
石
と
思
え
る
の
は
阿
弥
陀
信
仰
を
初
め
諸
宗
が
経
典
次
第
で
成
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
根
本
を
論
究
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
盡
く
書
を
信
ず
れ
ば
書
無
き
に
若
か
ず
。
然
れ
ど
も
佛
教
者
は
存
外
に
文
字
の
崇
拝
者
な
り
。
彼
ら
は
其
の
依
據
を
経
典
に
求
む
る
に
熱
す
る
の
餘
り
、
批
評
も
無
く
、
識
別
を
も
加
へ
ず
、
漫
然
経
典
を
渉
猴
り
、
孰
も
如
是
我
聞
と
點
頭
き
て
、
紛
々
相
矛
盾
せ
る
文
章
に
拘
泥
し
て
、
八
宗
十
宗
幾
多
の
宗
論
を
闘
は
せ
つ
ゝ
あ
り
。
法
然
が
一
切
経
を
渉
猟
す
る
こ
と
八
回
な
り
し
と
云
ふ
も
、
其
の
動
機
は
斯
る
病
毒
に
感
染
し
居
た
る
よ
り
来
り
し
な
ら
ん
。
若
し
基
督
者
の
、
有
神
論
に
於
け
る
が
如
く
、
基
督
学
に
於
け
る
が
如
き
態
度
を
取
り
た
ら
ん
に
は
、
假
ひ
三
部
経
に
如
何
な
る
文
字
の
あ
り
た
れ
ば
と
て
、
直
ち
に
弥
陀
の
願
行
を
認
む
る
こ
と
は
容
易
な
る
業
に
非
ざ
る
を
感
ず
べ
か
り
し
な
り
。
彼
は
餘
り
に
深
く
文
字
を
信
じ
た
り
、
文
字
即
涅
槃
と
も
云
ふ
べ
き
結
果
に
、
危
く
も
其
の
安
心
の
綱
を
打
ち
懸
け
し
な
り
。澀
こ
う
し
て
、
云
う
と
こ
ろ
の
「
阿
弥
陀
佛
」
の
出
処
、
求
道
、
大
願
成
就
物
語
が
確
た
る
史
実
に
よ
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
印
度
古
代
の
神
話
、
迷
信
に
よ
る
の
を
如
何
せ
ん
、
と
斬
り
込
む
。
彼
ら
の
阿
弥
陀
信
頼
は
、
総
て
佛
教
の
禮
拝
が
、
印
度
古
代
の
神
話
及
び
雑
駁
な
る
多
神
的
迷
信
と
纏
綿
化
合
し
て
識
別
し
難
き
と
同
じ
く
、
一
面
は
笑
ふ
べ
き
神
話
に
其
の
根
據
を
置
け
り
。
法
然
の
所
謂
『
阿
弥
陀
佛
の
法
藏
因
位
の
昔
』
と
は
何
を
云
ふ
か
。
是
は
阿
弥
陀
が
法
藏
比
丘
と
て
未
だ
佛
果
を
得
ざ
る
因
位
て
ふ
菩
薩
の
地
位
に
在
り
て
向
上
の
道
を
辿
り
居
た
る
其
の
昔
を
指
し
て
然
か
云
へ
る
な
り
。（
村
上
専
精
著
『
佛
教
論
』
四
三
四
頁
以
下
参
照
）。
乃
往
過
去
久
遠
無
量
不
可
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思
議
無
央
数
劫
の
往
古
に
當
り
、
定
光
如
来
と
號
す
る
佛
陀
の
出
世
あ
り
。
其
れ
よ
り
五
十
三
佛
前
後
相
継
続
し
て
出
現
し
、
其
の
最
後
に
出
現
せ
る
佛
を
称
し
て
世
自
在
王
仏
と
称
す
。
時
に
（
是
れ
何
れ
の
時
代
ぞ
や
）
国
王
あ
り
、
深
く
此
の
世
自
在
王
佛
の
懿
徳
に
帰
依
し
、
終
に
国
家
を
棄
て
ゝ
其
の
佛
弟
子
と
な
り
、
其
の
名
を
法
藏
比
丘
と
称
し
た
り
。
法
藏
比
丘
出
家
し
て
世
自
在
王
佛
の
弟
子
と
な
る
、
自
ら
意
志
の
所
在
を
世
自
在
王
佛
に
告
白
す
ら
く
、
我
が
出
家
は
固
よ
り
尋
常
一
様
の
佛
陀
た
ら
ん
こ
と
を
欲
求
す
る
に
あ
ら
ず
。
須
ら
く
、
我
れ
一
切
諸
佛
に
超
絶
せ
る
最
極
無
上
の
佛
陀
と
な
り
て
一
切
衆
生
を
救
済
し
、
之
に
一
大
安
楽
を
與
へ
ん
と
す
る
に
あ
り
と
。
斯
く
て
法
藏
比
丘
は
遂
に
此
の
大
願
を
成
就
せ
り
。
而
し
て
今
や
大
覺
円
満
の
阿
弥
陀
如
来
と
な
れ
り
、
云
々
。
印
度
人
の
囈
言
に
非
ず
や
。
然
れ
ど
も
法
然
等
は
阿
弥
陀
如
来
法
藏
因
位
の
其
の
昔
と
て
、
此
の
神
話
的
比
丘
の
修
行
に
感
泣
し
、
佛
身
に
血
と
肉
と
を
添
へ
て
之
を
擬
人
化
す
る
の
便
に
供
し
、
我
が
佛
を
尊
く
も
作
為
せ
る
観
あ
る
な
り
。」潯
│
以
上
、「
雑
駁
な
る
多
神
的
迷
信
と
纏
綿
化
合
」・「
一
面
笑
ふ
べ
き
神
話
」・「
是
れ
何
れ
の
時
代
ぞ
や
」・「
印
度
人
の
囈
言
に
非
ず
や
」・「
我
が
佛
を
尊
く
も
作
為
せ
る
観
」
云
々
と
、
一
々
、
肯
綮
に
あ
た
る
裁
定
で
す
。
さ
ら
に
、「
阿
弥
陀
は
釈
迦
の
顔
に
基
督
教
の
神
と
幾
分
か
相
類
似
せ
る
人
格
を
附
會
せ
ん
と
試
み
し
も
の
」
と
論
を
進
め
ま
す
。
彼
ら
或
は
言
は
ん
、
阿
弥
陀
の
信
頼
は
法
藏
比
丘
の
神
話
と
離
れ
難
き
関
係
を
有
す
る
も
の
に
非
ず
。
独
立
し
て
真
如
の
佛
身
に
阿
弥
陀
の
慈
容
を
認
め
得
べ
し
と
。
然
れ
ど
も
原
始
佛
教
釈
迦
自
身
の
信
仰
は
云
ふ
も
更
な
り
、
総
て
印
度
宗
教
の
根
本
義
た
る
汎
神
説
と
、
阿
弥
陀
如
来
の
人
格
的
性
質
と
の
関
係
離
合
は
如
何
。
彼
ら
は
基
督
を
崇
拝
せ
ざ
る
有
神
哲
学
の
困
難
と
等
し
き
疑
惑
の
濃
霧
に
包
ま
れ
ざ
る
を
得
ざ
る
べ
し
。
然
ら
ざ
る
も
其
の
本
尊
は
餘
り
に
恬
淡
無
味
、
理
想
境
に
揮
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散
し
去
り
て
、
猿
猴
水
中
の
月
に
於
け
る
彷
彿
た
る
事
実
を
遺
す
の
外
無
か
ら
ん
と
す
、
幽
霊
は
実
戦
に
於
て
物
の
役
に
立
た
ざ
れ
ば
な
り
。
村
上
博
士
曰
く
、『
神
に
あ
れ
、
佛
に
あ
れ
、
絶
對
に
あ
れ
、
無
限
に
あ
れ
、
大
日
に
あ
れ
、
弥
陀
に
あ
れ
、
す
べ
て
其
の
名
称
の
如
何
に
係
ら
ず
、
又
其
の
意
味
の
如
何
に
関
せ
ず
、
基
督
其
の
人
を
以
て
眼
鏡
と
な
し
、
彼
に
依
り
て
之
を
観
ん
と
す
る
者
は
即
ち
基
督
教
な
り
、
又
釈
迦
其
の
人
を
以
て
眼
鏡
と
な
し
、
彼
に
依
り
て
之
を
観
ん
と
す
る
者
は
即
ち
佛
教
な
り
。
又
之
に
反
し
て
そ
の
所
説
の
如
何
を
問
は
ず
、
基
督
そ
の
人
を
通
じ
て
考
へ
ざ
る
者
は
総
て
非
基
督
教
な
り
、
又
そ
の
所
談
の
如
何
を
論
ぜ
ず
、
釋
迦
そ
の
人
を
通
じ
て
考
へ
ざ
る
者
は
総
て
非
佛
教
徒
な
り
と
す
。
然
り
、
其
の
名
を
神
と
云
ふ
も
佛
と
稱
す
る
も
、
釋
迦
其
の
人
を
通
じ
て
観
た
る
も
の
と
、
基
督
の
人
格
を
通
じ
て
瞻
仰
せ
る
も
の
と
、
其
の
間
に
天
淵
啻
な
ら
ざ
る
の
間
隔
あ
る
こ
と
論
を
須
た
ず
。
基
督
に
依
れ
ば
其
の
父
な
る
神
に
接
す
べ
し
。
鎌
倉
の
大
佛
像
の
如
き
釋
迦
を
師
と
せ
る
も
の
は
、
假
ひ
或
る
意
味
に
於
て
『
神
に
酔
ふ
人
た
り
』
得
ん
も
、
ス
ピ
ノ
ウ
ザ
の
如
き
に
過
ぎ
ず
。
懺
悔
録
の
聖
ア
ウ
ガ
ス
チ
ン
た
ら
ん
こ
と
は
得
て
期
す
べ
か
ら
ず
。
多
く
は
真
如
の
理
體
の
み
を
認
む
る
の
み
。
決
し
て
神
の
愛
と
自
己
と
を
聯
結
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。
故
に
念
佛
往
生
の
信
者
は
、
釋
迦
の
顔
に
基
督
教
の
神
と
幾
分
か
相
類
似
せ
る
人
格
を
附
會
せ
ん
と
試
み
し
も
の
な
り
。
彼
ら
に
對
す
る
批
評
は
、
真
実
に
大
日
如
来
を
崇
拝
す
る
真
言
の
徒
に
も
、
日
蓮
の
檀
那
に
も
（
若
し
日
蓮
宗
を
人
本
尊
主
義
と
解
す
れ
ば
）、
其
の
他
の
佛
徒
に
も
適
用
す
べ
し
。
彼
ら
は
佛
教
自
然
の
系
統
を
離
れ
て
岐
路
に
入
り
、
釋
迦
の
説
法
よ
り
も
霊
的
希
求
の
必
要
に
駆
ら
れ
、
価
値
断
定
の
指
南
車
に
乗
じ
、
宗
教
心
発
展
の
論
理
に
導
か
れ
て
、
擬
人
化
せ
る
本
尊
を
崇
拝
す
る
に
至
り
し
な
り
。
牝
鶏
の
養
ひ
た
る
鷺
の
雛
、
河
水
に
遊
泳
し
て
彼
の
女
を
驚
か
せ
る
に
非
ざ
る
を
得
ん
や
。
此
の
事
実
は
斯
る
順
序
に
従
ひ
て
発
展
せ
る
佛
教
徒
の
中
に
、
基
督
教
の
真
理
を
以
て
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
當
然
に
満
足
せ
し
め
難
き
希
求
饑
ゑ
渇
く
如
き
も
の
あ
る
を
證
す
る
に
足
ら
ん
。
左
る
に
て
も
念
佛
往
生
の
徒
が
、
神
話
に
依
り
て
其
の
せ
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め
て
も
の
飢
渇
を
癒
す
べ
き
手
段
を
得
ん
と
試
み
た
る
は
、
耶
蘇
譬
喩
中
の
蕩
児
落
魄
し
て
豚
の
豆
莢
に
飽
く
こ
と
も
が
な
と
煩
悶
せ
る
と
稍
々
相
似
て
…
姉
崎
博
士
の
『
現
身
佛
と
法
身
佛
』
及
び
其
の
『
根
本
佛
教
』
等
を
読
ま
ば
、
歴
史
的
な
る
耶
蘇
基
督
及
び
其
の
事
実
に
根
拠
を
有
せ
ざ
る
佛
教
者
が
、
此
の
點
に
於
て
如
何
に
苦
悩
を
感
じ
つ
ゝ
あ
り
や
、
如
何
に
不
自
然
な
る
迂
路
を
覺
束
な
げ
に
辿
り
つ
ゝ
あ
る
や
を
示
す
な
ら
ん
。
阿
弥
陀
若
く
は
観
音
に
於
け
る
信
仰
は
、
或
る
程
度
に
ま
で
人
を
満
足
せ
し
む
べ
き
資
格
の
幾
分
を
具
へ
た
り
と
雖
も
、
到
底
思
想
の
上
に
於
て
鞏
固
な
る
地
位
を
維
持
し
難
き
も
の
あ
ら
ん
と
す
。
基
督
者
は
法
然
ら
の
信
仰
に
発
揮
せ
ら
れ
た
る
宗
教
生
活
の
要
素
を
研
究
す
る
に
由
り
、
基
督
学
、
三
位
一
體
論
、
贖
罪
の
教
義
な
ど
の
方
面
に
於
て
辯
證
の
好
材
料
を
発
見
す
る
こ
と
を
得
ん
。
此
の
方
面
に
は
尚
ほ
開
拓
し
て
収
獲
の
多
か
る
べ
き
見
込
み
あ
り
と
謂
は
ざ
る
可
ら
ず
。潛
こ
の
「
幽
霊
は
実
戦
に
於
て
物
の
役
に
立
た
ざ
れ
ば
」
と
は
如
何
な
る
意
味
合
い
か
。
歴
史
的
実
在
、
歴
史
的
人
格
を
欠
く
幽
霊
性
を
衝
き
、
念
佛
信
者
は
「
釋
迦
の
顔
に
基
督
教
の
神
と
幾
分
か
相
類
似
せ
る
人
格
を
附
會
せ
ん
と
試
み
し
も
の
」
と
は
適
確
に
真
を
衝
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
何
は
と
も
あ
れ
、
佛
教
は
幾
多
の
悪
因
縁
纒
綿
し
て
、
人
面
獣
身
像
に
似
た
り
、
と
結
ん
で
行
く
。
上
に
説
き
来
れ
る
難
題
を
軽
減
し
得
た
り
と
す
る
も
、
佛
教
の
信
仰
は
小
乗
の
厭
世
臭
味
を
脱
す
る
こ
と
到
底
望
む
可
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
大
乗
佛
教
、
殊
に
其
の
宗
教
的
趣
味
最
も
富
贍
な
る
信
仰
に
至
り
て
も
、
其
の
底
深
く
蟠
屈
せ
る
汎
神
主
義
、
多
神
主
義
、
其
の
他
幾
多
の
悪
因
縁
纒
綿
し
て
、
執
念
く
も
其
の
累
を
為
す
べ
く
佛
教
た
る
の
範
囲
に
あ
り
て
は
、
到
底
快
刀
乱
麻
を
断
つ
が
如
く
、
人
格
的
の
神
を
認
め
、
其
の
窮
り
無
き
慈
愛
に
健
全
な
る
慰
安
を
全
う
す
る
の
望
み
な
し
。
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彼
ら
は
罪
に
就
き
て
正
し
き
態
度
に
複
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。
従
っ
て
そ
の
救
拯
論
に
も
欠
陥
多
き
を
免
る
ゝ
こ
と
を
得
ざ
る
べ
し
。
人
面
獣
身
像
が
其
の
獣
的
半
身
を
土
中
に
埋
め
ら
れ
て
、
一
面
人
の
如
く
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
盡
未
来
際
浮
ぶ
瀬
の
あ
ら
ざ
る
如
く
な
ら
ん
の
み
。
佛
教
の
中
に
存
在
せ
る
真
理
は
基
督
教
に
於
て
、
よ
り
充
分
に
、
よ
り
健
全
に
全
う
せ
ら
る
べ
し
。
ま
た
佛
教
の
所
説
基
督
教
の
真
理
を
発
明
す
る
の
効
力
無
き
に
非
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
之
れ
を
改
革
し
純
粋
な
る
有
神
的
禮
拝
を
、
其
の
荒
廃
せ
る
跡
に
建
設
し
て
、
其
の
生
命
を
長
く
持
続
せ
ん
こ
と
は
結
局
不
可
能
な
り
と
論
断
せ
ざ
る
を
得
ず
。
植
物
を
し
て
動
物
の
如
く
自
由
に
活
動
せ
し
め
ん
と
試
み
な
ば
、
必
然
之
れ
を
枯
死
せ
し
む
る
の
外
な
き
と
同
一
な
る
運
命
は
佛
教
の
免
れ
難
き
数
に
非
ず
や
。濳
以
上
、
正
々
堂
々
た
る
佛
教
難
責
論
で
す
。
正
鵠
な
る
佛
教
把
握
と
宗
教
的
視
野
を
加
味
し
て
の
論
断
は
格
式
高
き
文
章
と
共
に
、
記
念
す
べ
き
名
品
と
云
わ
ざ
る
を
得
ず
、
で
す
。
さ
き
の
内
村
が
神
の
義
の
有
無
を
衝
き
、
植
村
は
こ
こ
に
救
主
の
非
実
在
、
幻
想
性
を
衝
く
。
こ
れ
ら
の
点
は
今
日
に
お
い
て
も
真
実
で
す
。
阿
弥
陀
に
義
の
糾
明
は
鈍
り
、
そ
の
仮
空
な
る
幽
霊
に
し
て
、
厳
粛
な
る
義
を
下
地
に
し
た
十
字
架
は
な
く
、
ポ
ン
テ
オ
・
ピ
ラ
ト
の
も
と
に
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
、
三
日
後
に
復
活
し
た
る
歴
史
的
救
主
と
は
同
日
に
談
じ
え
ざ
る
と
こ
ろ
、
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
甘
糟
太
郎
忠
綱
、
熊
谷
次
郎
直
實
、
平
重
衝
、
平
惟
盛
の
例
を
挙
げ
て
法
然
の
伝
道
の
回
心
実
歴
談
を
あ
げ
る
中
に
、
盗
賊
・
耳
四
郎
の
悔
悟
に
興
趣
を
そ
そ
ら
れ
れ
ば
、
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就
中
面
白
き
は
法
然
が
耳
四
郎
の
教
阿
弥
陀
佛
に
授
け
た
る
最
後
の
教
訓
な
る
べ
し
。
彼
れ
将
に
故
郷
な
る
相
模
に
帰
り
住
ま
ん
と
す
る
に
臨
み
、
法
然
の
一
言
を
授
か
り
、
生
涯
の
記
念
に
供
へ
ん
と
欲
す
と
云
ひ
出
で
た
り
。
法
然
は
之
に
念
佛
の
法
を
示
し
「
早
い
話
が
泥
棒
じ
ゃ
、
他
人
の
寶
に
思
を
懸
け
て
忘
る
ゝ
間
と
て
な
け
れ
ど
も
、
平
気
な
顔
し
て
少
し
も
人
に
気
付
か
れ
ぬ
や
う
仕
向
け
る
。
此
の
盗
み
心
は
全
く
他
人
に
知
ら
れ
ね
ば
、
飾
ら
ぬ
と
申
し
て
可
い
。
決
定
往
生
の
心
も
是
れ
で
、
其
の
と
き
の
念
佛
に
佛
様
の
外
は
誰
れ
も
御
存
じ
な
い
。」
と
告
げ
た
り
。
右
の
手
に
為
す
所
を
左
の
手
に
知
ら
す
勿
れ
と
教
へ
、
密
室
の
祈
祷
を
勧
め
、
人
に
見
ら
れ
ん
為
に
義
を
行
ふ
可
か
ら
ず
と
諭
さ
れ
し
耶
蘇
の
言
も
思
ひ
合
さ
る
。
ル
ウ
テ
ル
の
信
仰
が
ア
ン
テ
ィ
ノ
ミ
ヤ
ニ
ズ
ム
と
誤
解
せ
ら
れ
し
如
く
、
ま
た
今
日
の
基
督
教
徒
が
日
本
の
国
粋
と
敬
神
主
義
と
を
蔑
視
す
と
て
非
難
せ
ら
る
ゝ
如
く
、
法
然
も
迫
害
の
的
と
な
り
ぬ
。
然
れ
ど
も
彼
れ
は
其
の
禁
止
せ
ら
れ
た
る
念
佛
と
其
の
宣
伝
と
を
廃
止
せ
ず
。
弟
子
の
僧
ら
危
み
て
諫
止
せ
ん
と
試
み
し
か
ば
、
法
然
厳
然
言
ひ
放
っ
て
曰
く
、「
假
し
殺
さ
る
ゝ
ま
で
も
念
佛
申
さ
に
や
な
ら
ね
ば
。」
と
。潭
そ
し
て
、
彼
の
口
授
を
文
章
に
整
頓
す
る
者
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
才
に
慢
ず
る
の
気
色
あ
る
を
見
て
、
断
然
、
そ
の
筆
記
を
禁
じ
ま
し
た
。
法
然
は
時
と
し
て
峻
厳
な
る
を
得
た
り
し
な
り
。
彼
れ
は
天
晴
れ
人
中
の
将
帥
に
て
あ
り
き
。
建
久
九
年
病
に
臥
す
や
、
遺
言
せ
る
一
個
条
に
曰
く
、「
予
の
没
後
に
は
各
宜
し
く
別
に
住
ふ
べ
し
。
一
所
に
共
居
す
べ
か
ら
ず
。
共
同
は
和
合
に
似
る
と
雖
も
、
ま
た
恐
く
は
闘
争
を
起
さ
ん
。
静
處
に
閑
居
し
て
獨
り
念
佛
を
行
ず
る
に
如
か
ざ
る
な
り
。」
彼
は
亦
常
識
の
預
言
者
な
り
と
謂
は
ざ
る
可
か
ら
ず
。
此
の
訓
戒
を
守
り
し
な
ら
ば
、
幾
多
の
争
闘
は
未
発
に
防
止
せ
ら
れ
た
る
な
ら
ん
。
真
宗
69
の
開
祖
親
鸞
曰
く
、『
た
と
ひ
法
然
上
人
に
賺
さ
れ
参
ら
せ
て
地
獄
に
堕
ち
た
り
と
も
後
悔
す
べ
か
ら
ず
候
』。
之
を
崇
拝
す
る
の
篤
き
以
て
見
る
べ
き
な
り
。
黒
谷
の
上
人
は
人
を
引
き
着
く
る
人
格
的
勢
力
の
盛
ん
な
り
し
英
雄
（
カ
ア
ラ
イ
ル
の
意
味
に
於
て
）
に
て
あ
り
き
。澂
終
り
に
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
。
か
つ
て
中
里
介
山
は
、『
黒
谷
夜
話
』
の
序
文
に
、
植
村
と
の
対
話
を
記
し
て
い
ま
し
た
。
中
里
「
先
生
、
あ
な
た
は
古
来
の
日
本
の
宗
教
家
の
う
ち
先
ず
誰
を
こ
そ
と
お
思
い
に
な
り
ま
す
か
。」
植
村
「
そ
れ
は
法
然
だ
な
…
親
鸞
に
就
て
は
何
と
も
云
え
ん
、
併
乍
ら
法
然
だ
。」
こ
の
対
話
で
、
植
村
が
ひ
と
と
き
た
め
ら
い
、「
し
か
し
法
然
だ
」
と
云
い
切
っ
た
こ
と
の
含
意
は
何
で
あ
ら
う
か
。
沈
黙
や
イ
ン
タ
バ
ル
は
し
ば
し
ば
深
義
を
宿
し
て
い
る
。
日
蓮
を
低
く
評
価
し
て
親
鸞
に
つ
い
て
は
「
何
と
も
云
え
な
い
」
と
し
て
、
ま
と
ま
っ
た
論
を
残
さ
な
か
っ
た
植
村
が
、
あ
く
ま
で
「
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
法
然
」
で
あ
る
と
し
て
も
、
ま
と
ま
っ
た
『
黒
谷
の
上
人
』
論
を
残
し
て
い
る
こ
と
と
、
そ
し
て
こ
の
「
し
か
し
法
然
だ
」
と
い
う
言
葉
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
、
キ
リ
ス
ト
者
植
村
の
法
然
論
の
、
意
外
に
も
層
の
厚
い
こ
と
を
、
感
じ
さ
せ
な
い
だ
ろ
う
か
（
峰
岸
旭
雄
）。
全
く
同
感
で
す
。
生
前
、
烏
帽
子
も
着
ざ
る
男
、
全
く
の
平
民
僧
、
墨
染
の
衣
、
や
が
て
流
罪
、
死
し
て
さ
え
、
そ
の
亡
骸
を
置
く
所
も
無
か
っ
た
も
の
が
、
尊
崇
の
的
と
な
り
、
大
師
号
を
賜
わ
る
こ
と
五
度
、
菩
薩
号
、
国
師
号
を
賜
わ
る
こ
と
五
度
。
一
人
で
か
か
る
尊
称
を
受
け
た
例
は
日
本
に
お
い
て
は
他
に
そ
の
例
が
無
い
。
こ
れ
を
更
に
親
鸞
、
日
蓮
に
比
し
た
言
葉
を
再
録
し
て
お
こ
う
。
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親
鸞
の
生
る
ゝ
や
、
綾
羅
身
に
あ
り
、
婢
僕
之
に
侍
す
。
之
を
日
蓮
の
境
遇
に
比
し
来
れ
ば
、
全
く
反
対
な
り
と
い
ふ
べ
し
。
親
鸞
の
進
退
節
度
あ
り
て
思
想
詩
趣
に
富
み
、
其
の
唱
道
せ
し
真
宗
は
説
に
於
て
も
式
に
於
て
も
華
乏
し
く
し
て
質
に
富
め
る
に
反
し
、
日
蓮
の
な
す
所
事
毎
に
殺
気
を
帯
び
、
題
目
の
旗
戦
場
に
飜
り
、
太
鼓
の
音
耳
を
聾
す
る
を
見
る
。
是
れ
豈
偶
然
な
り
と
せ
ん
や
。潼
日
蓮
の
父
母
に
対
す
る
愛
情
の
厚
き
こ
と
尋
常
な
ら
ぬ
こ
と
を
大
い
に
頌
揚
す
と
雖
も
、
余
輩
は
先
に
彼
は
他
動
的
に
て
出
家
せ
し
こ
と
を
い
へ
り
。
思
ふ
に
彼
は
内
宗
教
心
の
燃
ゆ
る
な
く
、
外
唯
僧
侶
の
顕
栄
に
目
を
眩
せ
ら
れ
て
此
に
至
り
し
に
あ
ら
ざ
る
か
。
彼
は
熱
心
に
宗
教
を
研
究
せ
り
。
さ
れ
ど
彼
は
熱
心
に
宗
教
を
冥
想
せ
ざ
り
し
な
り
。
彼
の
宗
教
は
人
生
問
題
よ
り
来
り
し
に
あ
ら
ず
。
彼
は
宗
教
を
批
評
の
題
目
と
し
て
講
究
し
、
之
を
講
究
す
る
猶
ほ
餘
他
の
学
問
の
如
く
な
り
し
な
り
。
彼
若
し
人
生
問
題
に
打
た
れ
て
冥
想
に
入
り
、
経
論
に
眼
を
曝
せ
し
も
の
な
ら
ば
、
何
の
暇
あ
り
て
儒
を
学
び
、
和
歌
を
弄
ぶ
こ
と
を
得
た
る
。
彼
は
宗
教
学
者
と
い
ふ
べ
し
。
さ
れ
ば
未
だ
宗
教
信
者
と
は
い
ひ
難
か
ら
ん
、
彼
は
常
に
名
誉
の
為
め
に
催
進
せ
ら
れ
た
り
。
漁
夫
を
捨
て
、
僧
侶
と
な
り
し
も
、
清
澄
の
山
寺
を
捨
て
、
都
會
の
地
に
出
で
し
も
、
そ
の
迹
名
誉
の
為
な
る
こ
と
之
を
看
過
す
べ
く
も
あ
ら
ず
。
彼
が
立
宗
の
本
意
に
至
り
て
も
我
等
亦
た
此
の
疑
あ
り
。
此
を
以
て
彼
は
盛
に
他
を
排
せ
り
。
力
を
尽
く
し
て
他
を
排
せ
り
。
念
佛
無
間
禅
天
魔
、
真
言
亡
国
律
国
賊
は
柔
和
な
る
佛
弟
子
の
い
ふ
べ
き
言
か
は
。潘
さ
て
、
上
來
、
内
村
、
植
村
両
村
の
大
仕
掛
な
所
説
を
見
て
来
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
少
々
目
を
細
め
て
の
話
題
に
触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。「
法
然
」
と
い
う
と
「
親
鸞
」
と
の
関
係
が
話
題
に
な
り
ま
す
。
│
世
に
は
法
然
は
信
仰
の
本
質
を
完
成
し
た
も
71
の
の
、
そ
の
実
際
に
お
い
て
不
徹
底
で
あ
っ
た
と
云
々
さ
れ
、
そ
の
中
途
半
端
を
「
親
鸞
」
が
徹
底
し
た
、
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
「
倉
田
百
三
」
の
声
を
聞
き
ま
し
ょ
う
か
。
百
三
は
ア
レ
も
コ
レ
も
の
人
で
す
が
、
出
世
作
『
出
家
と
其
の
弟
子
』
は
、「
初
か
ら
終
り
ま
で
の
信
仰
と
云
ふ
も
の
は
、
全
然
耶
蘇
教
の
信
仰
」
で
は
な
い
か
と
か
、「
單
に
耶
蘇
教
を
述
べ
る
為
に
、
真
宗
の
親
鸞
聖
人
と
云
ふ
も
の
を
使
っ
た
」
と
評
さ
れ
ま
す澎
。
そ
の
『
一
枚
起
請
文
講
評
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
法
然
の
信
仰
は
一
枚
起
請
文
が
証
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
信
仰
の
本
質
に
お
い
て
は
、
徹
底
し
、
完
成
し
て
、
全
く
加
減
の
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
行
持
に
お
い
て
、
そ
の
心
ば
え
に
お
い
て
、
そ
の
社
会
生
活
の
形
式
に
お
い
て
、
な
お
自
力
主
義
と
、
貴
族
主
義
と
、
出
家
持
戒
主
義
と
理
想
主
義
と
が
あ
っ
て
、
大
衆
へ
の
同
化
と
韜
晦
と
が
充
分
徹
底
し
て
い
な
い
憾
み
が
あ
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
法
然
の
志
し
た
方
向
に
徹
底
さ
し
た
も
の
が
親
鸞
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
法
然
が
そ
の
理
論
と
志
向
に
お
い
て
は
充
分
に
主
張
も
し
、
努
力
も
し
た
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
個
人
の
力
に
は
限
り
が
あ
り
、
時
代
と
環
境
と
の
制
約
を
も
受
け
る
。
内
面
か
ら
は
生
れ
つ
き
の
人
と
な
り
、
性
格
の
束
縛
も
あ
る
。法
然
は
自
分
に
先
立
つ
永
き
時
代
の
宗
教
界
に
劃
期
的
な
革
命
を
起
し
、
大
衆
的
宗
教
の
草
分
け
を
し
、
礎
石
を
置
い
た
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
上
は
天
皇
、
公
卿
よ
り
、
下
は
強
盗
、
遊
女
に
到
る
ま
で
、
そ
の
教
化
の
広
く
、
行
き
渡
っ
て
い
た
こ
と
は
類
例
が
な
い
。
そ
し
て
そ
の
大
衆
的
宗
教
の
先
駆
者
が
、
自
分
で
は
極
め
て
調
和
し
た
健
全
な
理
性
を
持
ち
、
品
性
至
純
素
高
で
あ
り
、
博
学
強
記
に
し
て
、
か
つ
水
も
漏
ら
さ
ぬ
世
間
的
な
智
慧
を
も
備
え
、
勇
猛
精
進
で
あ
っ
て
持
戒
が
完
全
72
で
あ
っ
た
と
い
う
事
は
、
浄
土
門
の
弘
め
の
た
め
に
も
意
味
の
あ
る
事
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
法
然
の
次
ぎ
に
親
鸞
の
よ
う
な
人
が
出
て
、
法
然
の
信
仰
の
当
然
行
く
べ
き
で
あ
っ
た
方
向
に
徹
底
さ
せ
た
の
で
、
教
旨
も
実
践
も
ハ
ッ
キ
リ
と
し
て
は
な
は
だ
好
都
合
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
も
し
法
然
が
い
き
な
り
親
鸞
の
よ
う
な
性
格
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
必
ず
、
世
間
の
誤
解
を
招
き
、
障
り
を
生
じ
、
余
ほ
ど
公
明
な
、
寛
裕
な
人
で
あ
っ
て
も
、
今
日
に
お
い
て
す
ら
、
な
お
浄
土
門
の
信
仰
を
受
け
容
れ
る
事
を
躊
躇
し
た
に
相
違
な
い
。
ま
し
て
常
識
的
な
、
道
徳
的
な
教
え
を
喜
ぶ
善
男
子
、
善
女
人
は
浄
土
門
の
信
仰
に
つ
い
て
行
け
な
い
。
大
衆
と
い
う
も
の
は
案
外
道
徳
的
な
教
義
に
な
び
く
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
法
然
の
後
に
親
鸞
が
出
て
、
そ
の
信
仰
の
本
質
を
忌
憚
な
く
徹
底
せ
し
め
な
か
っ
た
ら
、
法
然
の
信
仰
は
恐
ら
く
法
然
の
不
徹
底
で
あ
っ
た
方
向
に
発
展
し
て
、
自
力
、
精
進
、
持
戒
、
奇
蹟
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
重
ん
じ
ら
れ
、
そ
の
信
仰
の
本
質
は
か
え
っ
て
雲
に
隠
さ
れ
、
大
衆
性
を
失
っ
て
、
貴
族
主
義
、
理
想
主
義
に
後
退
し
た
で
あ
ろ
う
。
外
に
賢
善
を
装
う
偽
善
ほ
ど
教
壇
の
人
を
誘
惑
す
る
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
親
鸞
が
徹
頭
徹
尾
法
然
に
対
し
て
は
敬
虔
で
あ
っ
て
、「
善
き
人
の
仰
せ
を
承
わ
っ
て
信
ず
る
外
に
別
の
仔
細
は
な
い
」
飽
く
ま
で
忠
実
な
る
後
継
者
を
も
っ
て
任
じ
た
事
は
、
ま
た
浄
土
門
の
弘
め
の
た
め
に
は
な
は
だ
よ
か
っ
た
。
親
鸞
は
か
く
師
に
対
し
て
は
敬
虔
で
あ
り
つ
ゝ
も
、
信
仰
に
お
い
て
は
、
法
然
の
不
徹
底
を
斥
け
て
、
法
然
の
信
仰
の
当
然
発
展
す
べ
き
で
あ
っ
た
方
向
に
発
展
せ
し
め
た
。
彼
は
そ
れ
ゆ
え
に
最
も
正
し
き
意
味
で
法
然
の
後
継
者
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
親
鸞
に
よ
っ
て
、
初
め
て
浄
土
門
の
信
仰
お
よ
び
実
践
は
完
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
、澑
こ
の
倉
田
流
に
対
し
て
、
法
然
と
親
鸞
と
は
一
枚
岩
で
あ
り
、
そ
の
間
に
何
ら
対
立
、
不
連
続
な
し
と
す
る
向
き
が
あ
り
ま
す
。
親
鸞
は
曇
鸞
風
で
弁
証
的
、
法
然
は
形
像
的
、
具
象
的
、
芸
術
的
で
あ
り
、
親
鸞
は
抽
象
的
、
哲
学
的
で
あ
る
が
、
連
絡
し
て
一
貫
し
て
い
る
、
と
。濂
「
悪
人
も
救
わ
れ
る
」
が
法
然
で
あ
り
、「
悪
人
が
救
わ
れ
る
」
が
親
鸞
で
あ
る
な
ど
と
い
う
言
辞
73
を
あ
げ
て
軽
々
し
く
「
不
徹
底
」
と
云
々
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
実
は
法
然
の
「
真
実
」
が
あ
り
、
親
鸞
の
「
徹
底
」
と
云
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
「
無
理
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
。
こ
の
こ
と
、
法
然
は
善
人
正
機
、
す
な
わ
ち
「
罪
人
な
ほ
生
ま
る
、
い
は
ん
や
善
人
を
や
」（
黒
田
の
聖
人
へ
つ
か
は
す
御
文
）
で
あ
り
、
親
鸞
は
悪
人
正
機
、
す
な
わ
ち
「
善
人
な
ほ
も
て
往
生
を
と
ぐ
、
い
は
ん
や
悪
人
を
や
」（
歎
異
鈔
三
）
で
あ
る
と
し
て
、
対
照
的
に
描
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
単
純
に
そ
う
な
の
で
は
な
い
。「
前
者
は
人
と
人
と
の
論
理
的
関
係
か
ら
如
来
の
救
済
を
説
く
（
止
悪
修
善
）
の
で
あ
り
、
後
者
は
人
と
佛
と
の
あ
い
だ
の
宗
教
的
関
係
の
立
場
に
立
つ
。
こ
の
場
合
は
、
悪
人
を
こ
そ
救
う
が
佛
の
大
慈
悲
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
法
然
に
も
悪
人
正
機
に
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。」潦
善
先
悪
後
と
悪
先
善
後
の
対
比
と
対
応
と
。
〈
親
鸞
〉
善
人
な
ほ
も
て
往
生
を
と
ぐ
。
い
は
ん
や
悪
人
を
や
。（
歎
異
鈔
三
）。澳
〈
法
然
〉
罪
人
な
ほ
む
ま
る
。
い
か
に
い
は
ん
や
善
人
を
や
。（「
黒
田
の
聖
人
へ
つ
か
わ
す
御
文
」）。澣
善
人
尚
以
往
生
況
悪
人
乎
事
口
伝
有
之
。（
三
心
料
簡
お
よ
び
御
法
語
）。澡
此
宗
悪
人
為
手
本
善
人
攝
也
。
聖
道
門
善
人
為
手
本
悪
人
攝
也
、
云
々
。澤
〈
結
〉
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注漓『
植
村
正
久
全
集
』
第
七
巻
　
文
学
及
人
物
篇
「
日
蓮
上
人
」
三
六
九
〜
三
七
○
頁
。
植
村
全
集
刊
行
会
、
昭
和
七
年
。
滷
同
　
三
五
五
頁
。
澆
同
　
三
五
五
〜
三
五
九
頁
。
潺
同
　
三
六
○
頁
。
潸
同
　
三
六
○
頁
。
澁
同
　
三
六
○
頁
〜
三
六
一
頁
。
澀
同
　
三
六
一
頁
。
潯
同
　
三
六
二
頁
。
潛
同
　
三
六
二
〜
三
六
五
頁
。
濳
同
　
三
六
五
頁
。
潭
同
　
三
六
六
〜
三
六
七
頁
。
澂
同
　
三
六
七
〜
三
六
八
頁
。
潼
同
　
三
六
九
頁
。
潘
同
　
三
七
○
頁
。
澎
高
橋
順
次
郎
『
真
宗
の
信
仰
と
戯
曲
│
出
家
と
そ
の
弟
子
』
大
日
本
真
宗
宣
伝
協
会
、
大
正
十
一
年
。
澑
倉
田
百
三
『
一
枚
起
請
文
講
評
』
山
喜
房
一
六
三
〜
一
六
五
頁
。
濂
佐
藤
賢
順
『
法
然
の
念
佛
・
親
鸞
の
念
佛
』
理
想N
o.340
・
一
九
六
一
年
九
月
号
。
潦
峯
島
旭
雄
『
近
代
の
法
然
論
』
み
く
に
選
書
一
八
八
頁
。
75
澳『
歎
異
鈔
』
真
宗
聖
典
、
明
治
書
院
　
昭
和
十
年
、
二
頁
。
澣『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』（
平
樂
寺
書
店
）
五
○
○
頁
。
澡
同
　
四
五
四
頁
。
澤
同
　
四
五
○
頁
。
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